Step Up Nihongo  1課～25課　学習の要点

第1課

· 五十音…文字ではなくあくまで｢音｣である

· 日本語の発音…「高・低」と「モーラ」（拍）で表す
例：　旅館----りょかん------３モ－ラ-----低・高・高

　　　良寛------りょうかん----４モ－ラ------高・低･低･低

　　　　 涼感-----りょうかん----４モ－ラ------高･高･高･高

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

残念ながら、この課だけではコミュニケーションは楽しめない

第2課

· 下記の日常の挨拶言葉

　　　おはよう（ございます）

　　　こんにちは

　　　こんばんは

· 下記、物を頼むシーケンス
　　　Xお願いします　

　　　→　はい、どうぞ　

　　　→　どうもありがとう(ございます)

　　　→　いいえどういたしまして

　＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 朝・昼・晩のあいさつ

· 物を頼む

· 物を差し出す

· お礼を言う

第3課

· 下記、初対面のシーケンス

　　　はじめまして。Xです。どうぞよろしく(お願いします)。

　　　→　はじめまして。Yです。どうぞよろしく(お願いします)。

· 友人の紹介
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 初対面の挨拶

· 友人の紹介

第4課

· 動詞文の　Vます（肯定）　と　Vません（否定）　の形

· 疑問の終助詞　か
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 生徒同士や、教師と生徒間で、どんな言語がわかるか知り合える

· 同様に、どんなスポーツができるか、どんなスポーツをやるか知り合える

· 同様に、どんな楽器ができるか、知り合える

· 同様に、コンピュータなどのスキルについて（できるか）知り合える

· 例えば、立ったまま腰を曲げて掌を床につける、などの動作などができるか聞き出せる

· 自分の母国語で何か書いて、相手がそれを理解できるかチェックできる

第5課

・動詞文の疑問否定形　Vませんか
· 確認の終助詞　ね

· 相手に新情報として提示する終助詞　よ

· 差し出された飲み物を受けるときのシーケンス

　　　飲みませんか

　　　→　ありがとうございます。いただきます。
・やんわりと申し出を断る　ちょっと

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· ねを使って、今日を含めむこう3日間、相手がここに来るかどうか、自分の了解していることを確認できる

· ねを使って、相手についての自分の了解していること（どんな言語や楽器やスポーツができるとか、など）を確認することができる

· よを使って、上記をしっかりと確認したりはっきりと否定したりできる

· いろいろな飲み物を飲まないかと誘うことができる

· いろいろなスポーツをしないかと誘うことができる

· それを受けたり断ったりできる

第6課

· 動詞文の完了形　Vました　の形

· 動詞文の否定完了形　Vませんでした　の形

· できました　のニュアンス
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 今日を含め過去３日間の行動（例えば、どこかへ行ったか、何かを食べたか、宿題をしたか、テープを聞いたか、など）について知り合える

· 宿題や頼まれごと、その他やるべきことなどができたかどうか、チェックできる

第7課

· ここで導入した６つの形容詞のペアの意味

· 形容詞の肯定文（疑問文を含む）

· 共感を求める終助詞　ねえ
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· お互いの身に着けている物、持ち物、本、回りにある物、食べ物、飲み物などについて、値段、面白さ、新しさ、サイズ、良さ、味の良さなどを知ることができる

· 授業の良し悪し、面白さについて話し合える

第8課

・形容詞文の完了形　Aかったです　の形

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 過去に見た映画や芝居、読んだ本などについて、その良し悪しや面白さ、値段などを話し合うことができる

· 前に買った物について、値段を知り合うことができる

· 現在の忙しさを聞き合うことができる

第9課

・形容詞文の否定形（現在）　Aくありません　と　Aくないです　の形

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 第7課と同様に、お互いの身に着けている物、持ち物、本、回りにある物、食べ物、飲み物などについて、値段、面白さ、新しさ、サイズ、良さ、味の良さなどを知ることができるが、単に高いか安いかだけでなく、「あまり高くない」「全然高くない」など、ニュアンスを込めた会話が楽しめる

· 授業の良し悪し、難易度、面白さなどについても同様、ニュアンス込めてコメントできる

· 最近の忙しさについても同様、ニュアンスを込めて話せる

第10課

· 形容詞文の否定形（完了）　Aくありませんでした　と　Aくなかったです　の形

· Aくします　Aくできます　など、形容詞が動詞を修飾する(副詞的)用法

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 第８課同様、過去に見た映画や芝居、読んだ本などについて、その良し悪しや面白さ、値段などを、ニュアンスを込めて話し合うことができる

· 前に買った物の値段について、ニュアンスを込めて話し合うことができる

· 過去数日の忙しさについて話し合うことができる

· 最近行った旅行などについて、話し合うことができる

第11課

· 名詞(形容動詞)文　Nです　の形

· １～５の数字

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 周囲にある名前の判らない物について、何なのか知ることができる

· カタカナやヒラガナの読み方を聞くことができる

· １から５の数字に限れば、ビンゴゲームを楽しむことができる

第12課

· 名詞(形容動詞)文の否定　Nじゃないです　Nじゃありません　の形

· 6～10の数字

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 国籍や名前をを確かめ合ったり、書かれた言語を見てどこの国の言語か言い当ててみたり、と幅広い会話が楽しめる

· カタカナやヒラガナあるいは漢字を見て、その読み方を言い当ててみることができる

· 1から10までの数字でビンゴゲームができる

第13課

· 名詞(形容動詞)文の完了　Nでした　の形

· 11～19の数字

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 新聞や雑誌に写真の載っている有名人を聞き合うことができる

· 最近受けた何かの試験の結果を聞いたり、最近行った場所の便不便を聞いたりできる

・トランプを使ってGo Fish（ペアを沢山作った人が勝ち）で遊べる

第14課

・名詞(形容動詞)文の否定完了　Nじゃなかったです　Nじゃありませんでした　の形　

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· ここ数日の天気のことを話せる

· 過去に行った場所や旅行の感想を話し合える

第15課

· これ・それ・あれ・どれ　コソアドの概念

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 回りにある物や身に着けている物を掴んだり指したりしながら、それについて話をすることができる

· すし屋やお店などで特定の物を指して、それについていろいろ質問したり要求したりできる

· これ・それ・あれ・どれを使うことで、その物の名前を知らなくとも必要なことが言える

第16課

・この・その・あの・どのの概念

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 同じ種類の物がいくつかある場合の一つを特定して、それについて話ができる

· いろんな果物について会話ができる

第17課

· 格助詞　は　と　も
· XもYも

· 接続助詞　けど　と　が
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 話題となるものを呈示したうえでの話ができる

· 二つの事柄を対比させた話し方ができる

第18課

· 9999までの数字

· XとY

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 大抵の買い物ができる

· いろんな物の値段について話し合える

第19課

· 兆までの大きい数字

· 形容詞＋名詞　新しいマンション
· 抽象代名詞　の　

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 家賃や家屋の値段など高額な物について話し合える

· いろんな物に形容詞を付けて呈示できる

第20課

· 人称

· 名詞＋名詞　XのY　と　名詞(形容動詞)＋名詞　XなY

＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 回りにあるいろいろな物について所有者を確認できる

· いろんな物に修飾語を付けて呈示できる

第21課

・格助詞　が
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· いろんな行為の主体を確認したり呈示したりできる

· いろんな事態の主体を確認したり呈示したりできる

第22課

· 格助詞　を

· 物の数え方の概念と数詞　本
· もう1本、もう少し　など

· 主な色（形容詞）
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

・花屋での買い物ができる

· 長い物を数えたり、それについて話したりできる

· 特定の物を選定して要求できる

第23課

· こんな・そんな・あんな・どんなの概念
· 数詞　枚、個、冊
· その他の色（名詞）

・動詞　あります
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 買い物がさらにスムーズになる

· さまざまな物の数え方がより的確にできる

· 自分の捜し求める物をさらに的確に表現できる

第24課

· ここ･そこ･あそこ･どこの概念
· 位置の格助詞　に
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· 道を聞くことができる

· 何がどこにあるか、ある程度表現できる

第25課

· こちら・そちら・あちら・どちらの概念
· です　と　でしょう
· 複合助詞　には
＜この課を終えると楽しめるコミュニケーション＞

· さらに丁寧に道を聞くことができる

· やわらげた表現ができる

